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2022 年度は無理せずに、できることを！ 

理事長 白内 恵美子 

  

厳しい寒さが続いていますが、日差しはすっかり春めいてきました。マンサクやコブシ

の花が咲くのも間もなくですね。雪の植林地の中で、動物たちはどのように暮らしている

のでしょう。お腹を空かせていないでしょうか。気になるところです。 

会員の皆さんには年末に「35 周年記念誌」を送付いたしましたが、いかがでしたか。 

激動の 10 年間の記録となりましたね。もし、届いていない場合は、ご連絡ください。至急

送付いたします。 

 2022 年度の活動について、次の通り理事会で決定しましたので報告します。 

 


"#$総会は書面にて行うことに決定 

さて、年明けからコロナウイルス感染拡大が続き、収束はまだ見えてきません。 

2 月は感染のピークとなることが予想されることから、13 日に予定していた総会を中止し

書面にて行うこと（みなし決議）を、1月 30 日の理事会で決定しました。準備が整い次

第、総会資料を送付いたしますので、内容をご確認ください。 

 ※同意書のハガキが同封されていた方は、至急返送してください。（委任状を提出した

方は、同意書は不要です） 

 


"#$2022 年度の活動の変更点 

 今までの活動を見直し、次の点を変更します。 

・賛助会員制度を廃止し、正会員のみとする。 

 理由：賛助会員の会費はナショナル・トラスト基金とし、主に新たな土地の購入に充て

るとしていたが、会員の高齢化により新たな土地の購入が不可能となったため。な

お、賛助会員の方には、35 周年記念誌送付と共に正会員への移行をお願いする。 

・賛助会員向けに発行していた「蔵王の森通信」を廃刊とする。 

・企業や一般の方を募集しての「森づくりイベント」は廃止する。 

 理由：活動に参加できる会員の減少により、外部の人を多数集めてのイベント開催が 
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困難となったため。なお、少人数での森づくり体験や自然観察会等の要望があれ

ば、可能な範囲で受け入れる。 

・第 2日曜を「定例会」、第 4日曜を「森の教室」と区別していたが、どちらも「例会」

として統一する。 

・長年にわたり苗を育てるために借りていた「苗畑」は、今年度中に持ち主に返却する。

それに伴い、物置の撤去、道具類の整理を行う。 

・理事の改選 

 


"#$無理せずに、できることを！ 

 今年度の活動は、現在活動している人たちが無理せずに続けられるよう、活動の範囲を

縮小しました。縮小することでイベントに追われることなく、荒れ地が森へと遷移してい

く様子を見守りたいと思います。動物の生態観察も充実し、活動自体を楽しめるようにな

ってきました。今後は、若い世代を巻き込む努力をしつつ、息長い活動となるように「無

理をしないこと」を前面に打ち出すことにします。 

皆さんのご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

  

■２０２１年１１月、１２月の活動報告 

［荒浜海岸の手入れ、植林木の定点撮影］１１月２８日 

 作業小屋は雪があったとか。その麓の苗畑から

ヤマブキの苗を掘って来てくれた班が、もう植林地

で待っていた。まずは通路脇と東側に、その苗を植

える。3 年前は木屑と砂のバークだったものも土と

化した模様、それを掘った穴に入れて少しでもヤマ

ブキの糧となればと思いを込める。当初植えた苗も

少しはそのバークに助けられていればと願う。次は

まとわりついている蔓を外す作業、柵の外から侵入

してくる葛の蔓も厄介だ。これからも悩まされるだろ

う。その後、生育状況を皆で確認する。やはりヤマハンノキやオオバヤシャブシ類を除いては、ま

だまだ土壌が合わないようである。が、枯死しているわけではない。来春への新芽が伸びている。

もっともっと草が生える状況を期待する。雨雲もかかってきたので、荒浜海岸公園センターハウス

を利用させてもらう。昼食後、植林のビデオを見せていただき、２０１３年からの植林状況を紹介す

る壁のパネルを見ながらハウスの皆さんから色々伺う。 参加者：１１名 

  

［定例会］ １２月５日（土） 雪のため中止 

  

 

 

 

 



 3 

 

［冬季動物観察用カメラの設置］ １２月１１日（土） 

 今回はカメラの簡易防水対策として追加工したプラス

チックケースを準備した上でカメラを以下の 5 か所に設

置した。①水場 ②アナグマの巣穴 ③針広混交林 

④⑤ツリーハウスの下及び向かい側当初の予定では

ツリーハウスを登った処にできていたリスの巣を撮影

するつもりでいたが、なんと、肝心の巣が無くなってい

た。作業としては前回設置したカメラ 5台のメモリーカ

ードの入れ替え、２台は本体設置場所の変更、及び４

台は電池交換を実施した。尚、前回アナグマの森のタ

ヌキのタメ糞場に設置したカメラに、タヌキが何度も来ているところが撮影されていた。午前中に作

業を終了できるはずが、午後１時過ぎまでかかったのは見込み違いだった。 参加者：２名 

 

■今後の活動案内 

［総会］２月１３日 コロナウイルス感染拡大防止のため、中止。 

    書面による「みなし決議」とするので、協力をお願いします。 

 

［冬の行事］２月２７日 コロナウイルス感染拡大防止のため、中止。 

 

［例会］ 

集合時間 ３月１３日（日）１０時 

集合場所 作業小屋 

内 容 ８ｍ以上の樹木調査、倒木処理 

 

［例会］ 

  集合時間 ３月２７日（日）１０時 

  集合場所 作業小屋 

  内 容  ８ｍ以上の樹木調査、看板清掃、苗畑整理 

 


